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岡山平野における最終氷期最盛期以降の海水準変動

Relativesea-levelchangesoftheOkayamaPlainAreaduringthe
Holocene,SouthwestJapan

鈴 木 茂 之 (ShigeyukiSUztjKI)*

Postglacialrelativesea-levelchangeoftheOkayamaPlainATeahasbeenanalyzed.Formersea-

1evelswererecognizedbyusingPeatbedsandmarineorgamimswhicharealsoavailablefor14Cdating.

Peatbedswerethoughttobeformedunderastablesea-levelcondition･14C agesoftheanalyzedpeatbeds

wereseparatedby4groups;30-18kaBP,ll-8kaBP,6-4kaBPand3-2.5kaBP,indicate4stable

sea-levelperiods.2transgressiveevents(18-llkaBPand8-6kaBP)andoneregressiveevent(3.5?-3

kaBP)werealSoinferred.
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Ⅰ. はじめに

岡山平野は沖積層の堆積によって形成された地形

である｡この沖積層の大部分は軟弱地盤をなし,南

海地震などの大地震では,震源地が遠方であるにも

かかわらず,地震動を増幅するため災害をひきおこ

す要因になっているQこれまで防災を目的とした応

用地質学的側面から岡山平野の沖積層の堆積層や厚

さに関して検討を進めて来た (岡山の地盤震動研究

会,1999)｡沖積層の層序は泥炭層に着目して3層

に区分することを提案 している (鈴木,2000)｡こ

れまで沖積層の層序区分が堆積相によって区分され

てきたのに対し,同時間面としての泥炭層を追跡 し

て地層境界としたものである｡後述するように泥炭

層の形成には堆積や侵食の作用の影響がないことが

必要であるため,安定期の地層とみなされる｡この

ことは泥炭層形成期は海水準変動が停止 していると

推測される0本研究はこの仮説を利用 して岡山平野

での海水準変動を予察的に検討 したものである｡海

水準の位置を推測するのにあたっては泥炭層や化石

層の標高と年代値,また縄文海進後の海退イベン ト

(弥生小海退)によって堆積 した地層や侵食面と考

えられるものの標高も参考として加えた｡

本研究は完新世における古気候変動を解明するう

えでの基礎資料となるもので,岡山大学学内共同研

究である ｢地形変動との絡みで見たアジア大陸東縁

域での気候ダイナミクスに関する研究｣ (平成16年

度岡山大学学長裁量経費 ;研究代表者 :加藤内蔵

進)の一部としてなされた｡
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図 1 ボー リング及び試料採取位置図

Ⅱ. 岡山平野をなす沖積層の層序

沖積層を区分 し対比する鍵 として着目したのは泥

炭層と海退期イベン トによる侵食面や地層である｡

泥炭層は陸成層に形成される｡泥炭は寒冷な気候

で形成されると思われがちであるが,海水準が安定
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図 2 岡山平野の沖積層の層序を示す模式断面図

し侵食や堆積が休止 した時期の沖積平野では,湿潤

傾向があり植生が発達すると腐植質な黒色土壌とし

て形成 されると考えられるようになってきた (港

津,1994)｡泥炭層からは炭素同位体年代測定に

よって形成年代が得 られるという点も対比に有効で

ある｡岡山平野から得 られた泥炭層の炭素同位体年

代測定結果から,いくつかの泥炭層形成期があった

ことがわかってきた｡これによると30-18 ka BPの

AT火山灰を挟む層,ll-8 ka BPの層,3-2.5 ka

BPの弥生後期の遺跡をよく伴 う層に区分できた｡ま

た 1地点のみであるがおよそ6 ka BPの値が得られ

た厚 さ1.5mの泥炭層が児島半島南岸の出崎で兄い出

されている (鈴木 ･行基,1999)｡この泥炭層は縄

文海進高潮期に形成されたもので,平野のほとんど

が海になったために形成場がごく限られているもの

と推測される｡

縄文海進後の海退期 (弥生小海退)に形成された

侵食面や地層と推定されるものは,河口部にあたる

吉井川と旭川の下流部の岡山南部から西大寺にかけ

てと,湾奥部の陸寄 りにあたる岡山南部から八浜に

かけての地域に広く追跡できる｡河口部では細粒砂

質泥層 とその上位の砂層 との境界が海退期侵食面で

あると考えた｡下位の泥層は浅海性の貝化石を含み

生物擾乱が最上部に認められることがある｡内湾性

の地層と考えられる｡上位の砂層は細粒砂からなる

が上部では中粒から粗粒砂になり上方粗粒化が認め

られる｡河口部であり上方粗粒化が認められること

からデルタ性の地層 と解釈される｡この下位 と上位

の地層の境界面は地下 4- 8mあたりにある｡近接

した (100m程度)地点間でも境界面の深度変化が 2

m程度,河川に直交する方向で認められることがあ

る｡このことはこの面が侵食面であることを示唆す

る｡その面の谷部では細磯から粗粒砂からなる厚さ

1mの層が堆積 している｡この層は侵食面形成とほぼ

同時期に海退によって形成 されたものと推測 され

る｡湾奥部の沖積層はほとんど泥層 (貝化石を含

む)からなる｡周囲に砂を多く供給する河川がない

ため泥が堆積する環境が続いていたと考えられる｡

陸に近い場所では地下4- 8mあたりに厚さ1- 2m

程度の砂層が挟まることがある｡この砂層は中粒か

ら粗粒あるいは磯質でその下限面は明瞭である｡近

接 した地点間でもこの面は2m程度深度差があり,や

や起伏のある海底を被って堆積 している｡この砂層

はおそらく海退によってより浅い場所にあった砂が

侵食 され,さらにそれがより深部に移動 して堆積 し

たもので,海退イベン ト堆積層と考えられる｡

以上のような同時間面とみなされる地層の追跡に

よると,岡山平野を構成する沖積層の層序は次のよ

うな地層で構成される｡

下部層は児島湾から笹が瀬川沿いに延びる旧谷地

形を埋めて分布する｡磯から砂,梶-と上方細粒化

する堆積相で特徴づけられる河川成層である｡本部

層の基底はAT火山灰層を挟む洪積層の泥炭層を被っ

ている｡最上部には 11-8 ka BPの泥炭層がくる｡

中部層は下部層と洪積層を被って平野全体に広く分

布するQ堆積当時の地理的環境を反映 して,南から

内湾成の粘土層,河口成の泥質砂層,河川成の磯砂

泥層の 3つのユニ ットに区分できる｡内湾成のユ

ニットは軟弱な粘土からなり時おり貝殻を含む海成

層であるO児島湾から笹が瀬川河口部に分布するO

河 口成のユニットは細粒砂主体の軟弱な地層であ

る｡旭川,百聞川,吉井川下流部に広く分布する｡

河川成のユニットは磯,砂から泥-と上方細粒化す

る層相で特徴づけられる｡最上部には3-2.5 ka BP

の泥炭層が連続 して存在 し,岡山平野の北部を構成
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する｡弥生小海退の影響は岡山平野でも認められ,

中部層上半部では河川成ユニットと河口成ユニット

が下流側-と分布を拡大する｡上部層の堆積は弥生

前期から現在まで続いており,考古学調査もさかん

に行われている｡氾濫原成の砂質な泥からなる｡下

限には淘汰度が極悪い粗粒砂層が存在することが多

いo堆積の開始期が人口の急増期と一致することな

どの検討から,人為的な開発が堆積要因となった可

能性が考えられている (野崎,2003)0

Ⅲ. 推定 され る海水準 とその年代

これまで公表された岡山平野の炭素同位体年代測

定値のうち,標高と環境が判定できるものを利用 し

た｡水島地域のカキ化石については本研究で分析を

行った｡また弥生小海退イベン ト堆積層と考えられ

る地層の標高も検討に加えた｡

洪積層最上部泥炭層 ;洪積層は磯層からなり砂

層を部分的に挟むO砂層を被 う磯層下限の層理面は

明瞭である｡これ らは網状河川の堆積物と推定さ

れ,主体をなす磯層は流路の,砂層は増水時に州を

被った堆積物と推測される｡洪積層最上部では姶良

Tnテフラを挟む泥炭層がしばしば観察される｡泥炭

層の下位の磯層は一般に厚さ1m程度粘土化 しており

風化 していたとみなされるOすなわちこの泥炭層は

最終氷期において地表をなした面とみなすことがで

きる｡泥炭層の追跡から児島湾中央部は当時の谷の

中心部分であったことが推定できる｡得られた年代

は29000±720,24900+3450,-2450,21100±410yrs BP

(表 1中の番号1, 3, 5)と幅がある(三好,1994;

佐々木 ･鈴木,1998;鈴木,2000)｡岡山平野北部

の土田では19270±220 yrs BP(表 1中7)の値が得

られている (鈴木,2000)0

沖積層下部層最上部泥炭層 ;下部層は児島湾中

央部と水島地域の沖積層の底部をなす部分にのみ分

布する｡児島湾の下部層は陸成層で,その最上部に

泥炭層が存在し10500±125, 8150±90, 7920±250

yrs BP(表 1中2, 4, 6)の年代値が得られている

(三好, 1994;佐 々木 ･鈴木,1998;鈴木,

2000)｡水島地域の下部層の層相については不明で

あるが,地下-17mにカキ化石層があり多数のカキ化

石が採取された｡化石から得られた年代 (8230±40

yrs BP,表 1中9,表 2)により,この化石層は下

部層に属すと考えられる｡下部層は堆積期から大阪

湾の南港層 (前田,1977)に対比出来ると考えられ

る｡

縄文海進高潮期 ;出崎海岸で兄い出された泥炭

層は予測に反 して縄文時代のものであった｡泥炭層

は寒冷期に形成されるものと考えられがちであるが

海津 (1994)が指摘するように地形的安定期に形成

したと解釈すれば,縄文海進高潮期の海水準が安定

した時期を示すと考えられる｡泥炭層は厚さ1.5mに

達することが確認されている｡泥炭層の上面の標高

は1.16mで 5770±80と5760±60yrsBPの年代が得ら

れている (表 1中10,ll)｡堆積 した環境は小規模

な潟湖が推定されており (鈴木 ･行基,1999),地

層の厚 さも考慮すると,当時の海水準はこれより

1.5m以上低かったと推測される｡Sato(2002)は珪

藻化石分析と年代測定によって,岡山平野北部の南

方遺跡では地表面付近まで海がはいっていたことを

明らかにし,およそ4000 yrsBPでの海水準が+0.32

--0.38mであったことが判明 した｡藤原 ･白神

(1986)は遺跡や沖積層の分布と年代から,縄文海

進高潮期は縄文後期のおよそ3000年前まで長 く続

き,その時の海水準はほぼ現在と同じであったと推

定しているO

弥生′J､海退イベン ト;縄文時代の地表面を削 り

込む谷地形がしばしば遺跡で観察されることから藤

原 ･白神 (1986)はこれらの侵食作用が弥生小海退

によるものと推定している｡ボーリング試料でも海

成の泥層の上に砂層が海側に拡大していく現象が広

く認められる｡これは従来の沖積層区分において沖

積中部泥層から沖積上部砂層に変化する現象として

全国的に認められる (井関,1983など)｡このイベ

ントでの海の環境を示す試料が六間川の地下で得ら

れた｡中部層の内湾成粘土層の上位に砂層が重なっ

ている｡砂層の基底面 (-5.3m)は明瞭で基底付近に

は粗粒な砂を含む｡貝化石を含み海戒めものであ

る｡貝化石産出層準の上限が-3mであるので海水準は

それより高かったと推定される (表 1中15)｡一方

陸に近い環境を示す試料が西大寺で得られた｡ここ

では中部層の内湾成粘土層の上に河口成の泥質砂層

が重なり,この境界 (-5.6m)が弥生小海退イベント

を示すと考えられる｡その上位の泥質砂中に褐鉄鉱

によって置き換えられた根の跡を含む層準が-2.5mあ

たりに認められた｡これは河口に生えたヨシのよう

な植物によるものと想像され,この層準あたりまで

海水準が下がったと推測される (表 1中14)8
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図3 岡山平野における最終氷期以降の海水準変動曲線

図中の番号は表 1の番号に対応する｡

表 1 海水準の検討に用いた地層や基準の標高と年代

地域 番号,環境 試料 標高(m) 年代値(y｢B.P.) 基準となる層準 文献

八浜 1 陸 泥炭 -15.9 29000±720 - 三好(1994)

2 陸 泥炭 -14.7 10500±125 -

灘崎 3 陸 泥炭 -23.4 24900十3450,-2450 - 佐々木 .鈴木(1998)

4 陸 泥炭 -14.5 7920土250 -

藤田 5 陸 泥炭 -14.3 21100±410 - 鈴木(ZOOO)

6 陸 泥炭 -ll.8 8150±90 -

土田 7 隆 泥炭 -1.2 19270士220 - 鈴木(2000)

8 陸 泥炭 +1.8 2670±70 -

水島 9 海 カキ化石 -17.0 8230±40 - 本研究

出崎 10潟湖 泥炭 +1.16 5770±80 - 鈴木 .行基(1999)

11潟湖 泥炭 十1.16 5760±60 -

中山下 12 陸 泥炭 +0.7 2790±110 - 鈴木(ZOOO)

西大寺 14 陸 - -2.S 弥生小海退イベント 海退イベント面上位の根の跡 本研究

表 2 水島地域のカキ化石試料 (表 1中の9)の炭素同位体年代測定結果

Al山ude(m) Materialdated HCage(BP) 6 1ユC (%o)

-17.00 she11 8230±40 _2.3

Calibrationage(BP)±2 LaboratoryNo.
q(Intercept)
8880-8650(8750) Befa-168007



岡山平野における最終氷期最盛期以降の海水準変動

沖積層中部層最上部泥炭層 ;中部層の河川成ユ

ニット最上部は前述 した弥生小海退によって侵食 さ

れ小起伏をなし,さらにその上を泥炭層が被ってい

る｡これは弥生小海退後陸域では地表面は泥炭層を

形成するような安定 した状態になったと推測され

る｡岡山平野北部から2670±70と2790±110 yrsBP

の年代が得られている (表 1中8,12)｡中山下の泥

炭層の標高は0.7mと低いQその後野崎 (2003),鈴

木 ･野崎 (2003)が示すような洪水の要素を伴 う堆

積物が被 う｡

Ⅳ. 復元された海水準変動曲線

以上記述 した地層などの高度と年代から図3の岡

山平野における海水準変動曲線が得られた｡

洪積層最上部泥炭層の形成時期は30-18 kaBPま

で続くことから,この間の最終氷期では海水準変動

も安定 し,海水準の高度も現在より23m以上おそら

く100mあたりまで下がっていたことがわかる｡沖積

層下部層最上部の泥炭層の形成時期はおよそ11-8

ka BP の間続き,海水準は-16mあたりまで上昇して

くる｡この間の海進期はおよそ18-llkaBPまでの

約7千年間で,推測では90mほどの海面上昇が考えら

れる｡Sato(2002)や藤原 ･白神 (1986)によると

縄文海進高潮期は6-3.5 ka BPまで継続 したとして

いる｡海水準は現在とほぼ同じ高度に達 しており,

この間の海進期は8-6 ka BPまでの約2千年間で,

海面はおよそ15m上昇 している｡弥生小海退期は3千

5百年前以後沖積層中部層最上部の泥炭層が示す2千

6-8百年前の間に時期 という短い期間内でおこって

いる占およそ5百年の間に3mほど海水準を下げてい

る｡弥生小海退後 しばらく侵食や堆積の作用が弱ま

り泥炭層が形成される｡この安定期は長く続かず,

氾濫による堆積物からなる沖積層上部層が連続的に

堆積 している｡海水準は現在の高度までしだいに上

昇 して行ったと考えられる｡この間には海成層の拡

大はなく急激な海進はなかったとみなされる｡ 日本

列島の他地域の例では縄文海進によって現在より3m

程度海面上昇があったという現象が一般的であるの

で,この間の海水準の上昇は地盤の沈降を表わして

いるとも解釈できる｡
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